
平成22年度　岐阜県冬季バスケットボール新人大会

【試合結果】
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【試合レポート】　戦評
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１Ｑ、三輪ハーフコートマンツーマンDef、日枝オールコートマンツーマンDefで始まる。日枝が＃５の

高さを生かし、ゴール下のシュートを決め先制。三輪は、＃５のミドルシュート、＃６から＃８へパスをつ

なぎ加点するが、日枝が＃４の３Ｐやパスカットから攻撃し、２２－８で終える。２Ｑ、三輪ボールから開

始。すぐゴールするが、日枝＃５のリバウンドシュートやマンツーマンDefの効果があり、パスカットを連

続し＃６のドリブルシュート、＃７のミドル、＃５のゴール下で連続して得点を重ねる。三輪も＃５の３Ｐ

や＃１０のシュートで反撃するが２６－４８で日枝リード。

３Ｑは、三輪がオールコートマンツーマンDefに変更。パスをカットして得点につなげたり、＃６、＃５の

３Ｐで加点したりする。しかし、日枝も＃６の３Ｐ、＃４のドリブルシュートや＃５のミドルシュートで加点し

７７－４２で終わる。４Ｑ、三輪＃８の連続３Ｐや＃５から＃６へのゴール下でのパスを通し追い上げる。

一方、日枝はオールコートマンツーマンDefでドリブルのスティールやパスカットから得点していった。そ

して、確実にシュートを決めた日枝が９４－６６で勝利した。


